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令 和 ２ 年 度 第 ６ 回 広 聴 広 報 会 議 記 録 

 

                         広聴広報会議座長  川村 伸浩 

 

１ 日時 

  令和２年 12月１日火曜日 

  午前 11 時 08 分開会、午前 11時 40 分散会 

２ 場所 

  議会運営委員会室 

３ 出席議員 

  川村伸浩座長、佐藤ケイ子副座長、千葉秀幸議員、佐々木宣和議員、吉田敬子議員、

千葉絢子議員 

４ 事務局職員 

  八重樫議会事務局次長、嵯峨議事調査課総括課長、大坊政策調査課長、角舘主任主査、 

藤根主任主査、小志戸前主査、八重樫主査、佐々木主任 

５ 傍聴議員 

高田一郎議員、小西和子議員、小林正信議員、山下正勝議員、上原康樹議員 

６ 一般傍聴者 

  なし 

７ 会議に付した事件 

 (１)協議事項 

ア 令和２年度親子県議会教室の開催について 

イ 令和２年度県民と県議会との意見交換会（12 月実施分）について 

ウ 令和３年度県民と県議会との意見交換会実施方針案について 

(２)報告事項 

  令和２年度傍聴アンケート調査結果（９月臨時会、９月定例会分）について 

(３)その他 

次回の会議日程について 

８ 議事の内容 

○川村伸浩座長 ただいまから、令和２年度第６回広聴広報会議を開会します。 

 なお、吉田敬子議員は遅れるとのことでありますので、御了承願います。 

 これより本日の議題に入ります。 

 本日は、お手元に配付しております日程により会議を行います。 

 まず、１、協議事項(１)、令和２年度親子県議会教室の開催についてを議題といたしま

す。 

事務局から説明をお願いします。 

○八重樫事務局次長 資料１－１をごらん願います。 

こちらの資料につきましては、前回の広聴広報会議で御協議いただいたものであります
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ので、その後参加者等が確定し、追加で記載した事項につきまして御説明いたします。 

２の(１)、参加者についてでありますが、11 月 13 日から 30 日まで募集をしたところ、

児童 41 人、保護者 39 人の計 39 組 80 名の方から申し込みがありました。ちなみに、昨年

は児童が 21 名、保護者が 20 名の計 41名でしたので、ほぼ倍の申し込みをいただいたもの

です。 

イの参加議員についてでありますが、議長、副議長及び広聴広報会議の構成員のほか、

オブザーバーとして４名の議員から申し込みがありました。 

(３)、開催内容及び役割分担ですが、前回、お決めいただいた役割を担う議員の氏名を

記載しています。 

開校式後の岩手県議会の役割の説明等については千葉秀幸議員に、県議会クイズの出題

については佐々木宣和議員に行なっていただくこととなっております。 

また、議事堂探検の案内役には、川村座長と佐藤副座長を除く４名の広聴広報会議構成

員の皆様にお願いすることとしております。 

裏面になりますが、議員とのふれあいトークにおいては、川村座長と佐藤副座長に委員

長役を行っていただくことを前回の会議でお決めいただきました。 

 次に資料１－２をごらん願います。 

岩手県議会の役割等を説明するスライドの内容でありますが、「みなさんと県議会とのつ

ながり」というタイトルで、令和２年度の岩手県予算、審査の流れと、岩手県の仕事のう

ち小学生にも身近なものを使って説明いただきたいと考えています。 

説明内容は、おおむね昨年度のとおりとしており、初めに岩手県の令和２年度当初予算

の概要を説明しまして、次に、岩手県の仕事のうち、東日本大震災津波からの復興、また、

小学生にもわかりやすい身近なものとして、道路や河川、学校の整備、そのほかのソフト

的な事業などを紹介します。 

次に、これらの仕事をするための予算の成立の流れ、あるいは県民と県議会のつながり

を説明する流れとしています。説明時間は５分程度と考えています。このような流れでよ

ろしければ、説明要旨の原稿を事務局において作成したいと考えています。 

資料１－３をごらん願います。 

県議会クイズについてでありますが、進行の関係上、クイズの時間は昨年度同様に９分

程度と考えていますことから、出題についても昨年度同様、８問程度と考えています。問

題については昨年度の問題を基本としつつ、より、クイズの前に行う岩手県議会の役割等

の説明の中から答えを導き出せる問題を去年より多くしています。岩手県議会に関するも

のや、息抜きとなるような問題も含めて原案は８問用意しておりまして、後半にたたき台

として追加候補案の７問を記載しています。 

こちらを参考にしていただきまして、構成員の皆様方からもアイデアをいただき、８問

を決定いただきたいと考えています。 

資料１－４をごらん願います。 

この親子県議会教室に御参加いただいた保護者の皆様を対象に、今後の参考とするため、

昨年度と同様のアンケートを実施したいと考えています。 
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次に、資料１－５になりますが、前回お決めいただいた、全体の流れの詳細の資料をお

配りしております。前回お配りしたものから、会場レイアウト図に役割が決まった議員名

を入れるなど時点修正しておりますので、後ほど御確認ください。 

資料１－６は、当日の新型コロナウイルス感染症予防対策についてとなります。参加者

には、当日の自宅及び受付時に検温していただき、発熱等があった場合は欠席するよう依

頼することを考えております。 

また、会場につきましては、本会議場及び委員会室のドアを開け、換気に努めたいと考

えております。さらに、参加者、参加議員及び事務局職員など会場に立ち入る人は、マス

ク持参のうえ、着用するよう依頼することとします。 

そのほか、会場への入退室時には、手指の消毒を徹底するようにしていただき、参加者

及び参加議員が使用するマイクは、発言者が代わるたび事務局が消毒することとしてはい

かがと考えております。 

なお、傍聴については参加者及び参加議員の家族等のみとし、マスコミについては取材

位置を限定し、個別の相手方への取材、インタビュー等については了解が得られた場合の

みとすることで考えております。 

資料１－１にお戻り願います。２の(３)、開催内容及び役割分担の表に記載のとおり、

議事堂見学の後に、ロビーにて参加者と参加議員との名刺交換を予定しておりますが、新

型コロナウイルス感染症が、このような状況でありますので、名刺交換を中止するか、ま

たは、感染防止対策を講じたうえで、昨年同様に実施することとするかにつきましても御

協議いただきたいと考えております。 

なお、親子県議会教室当日の動線を確認していただくため、12 月４日の 12 時から、リ

ハーサルを行いたいと考えていますので、御出席くださるようよろしくお願いします。 

説明は以上です。 

○川村伸浩座長 ただいま事務局から説明がありましたが、資料ごとに協議を行いたいと

思います。 

まず、資料１－１の親子県議会教室の開催について、質疑、御意見等はありませんか。 

○佐藤ケイ子副座長 今回、参加児童が多いということで、１グループ 20 名ほどの参加者

を相手にふれあいトークの時間をどのように確保するか悩ましいところであるのですが、

どこかで時間をつくることは可能でしょうか。 

○川村伸浩座長 このあとの協議項目となるのですが、当初全体で 20 名程度の参加者を想

定し、二つのグループでのふれあいトークを考えていたのですが、今回参加者が 41名とい

うことで、できれば四つ程度のグループで行いたいと考えています。 

新たに委員長役をお願いする形にはなるのですが、密を避ける意味や、参加された方か

らたくさん発言をしてもらいたいと考えておりまして、また、１グループは 10 名程度が適

切かと考えておりますが、いかがでしょうか。 

  〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○川村伸浩座長 それでは、資料１－１、親子県議会教室の開催については、事務局の説

明のとおりとしたいと思いますが、よろしいでしょうか。 
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   〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○川村伸浩座長 それでは、そのようにいたします。 

次に、資料１－２の岩手県議会についての説明資料について、質疑、御意見等はありま

せんか。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○川村伸浩座長 それでは、県議会の説明資料については、事務局の説明のとおりとした

いと思いますが、よろしいでしょうか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○川村伸浩座長 それでは、そのようにいたします。 

次に、資料１－３の県議会クイズについて、８問程度を決める必要がありますが、質疑、

御意見等はありませんか。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○川村伸浩座長 県議会クイズについては、佐々木宣和議員が担当となっていますので、

今後事務局と調整していただくということで、県議会クイズの選定については、当職に御

一任願いたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

   〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○川村伸浩座長 それでは、そのようにいたします。 

次に、資料１－４のアンケートについて、質疑、御意見等はありませんか。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○川村伸浩座長 それでは、アンケートについては、事務局の説明のとおりとしたいと思

いますが、よろしいでしょうか。 

   〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○川村伸浩座長 それでは、そのようにいたします。 

次に、資料１－５については、後ほど御確認をいただきたいと思います。 

資料１－６の親子県議会教室開催時の新型コロナウイルス感染症予防対策について、質

疑、御意見等はありませんか。なお、名刺交換については、実施するかどうかについても

御意見もお願いしたいと思います。 

○佐藤ケイ子副座長 名刺交換は、議長室でやるとか、ふれあいトークに分かれた時点で

やるとかでしょうか。 

○川村伸浩座長 それですと、名刺交換できる枚数が限られてしまいます。 

 名刺交換前後の手指消毒をきちんと行うことにより、問題ないような気がします。私は、

せっかくの機会なので名刺交換を行ったほうがよいと思いますが、いかがでしょうか。 

   〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○川村伸浩座長 それでは、名刺交換は行うこととし、新型コロナウイルス感染症予防対

策については、事務局の説明のとおりとしたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○川村伸浩座長 それでは、そのようにいたします。 

なお、参加児童が 41 人とのことでしたが、おって事務局に議事堂探検やふれあいトーク
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のチーム編成等を調整してもらい、場合によっては、チーム数をふやし、新たな役割が生

じた場合には、さらに広聴広報会議構成員にお願いする必要がありますが、その調整等に

ついては、当職に御一任願いたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○川村伸浩座長 それでは、そのようにいたします。 

また、今後の新型コロナウイルス感染症の状況によっては、開催を中止することも考え

られますが、その場合の判断については当職に御一任願いたいと思いますが、よろしいで

しょうか。 

  〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○川村伸浩座長 それでは、そのようにいたします。 

親子県議会教室について、ほかに何かありませんか。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○川村伸浩座長 それでは、親子県議会教室については、本日の協議を踏まえ、12 月 26

日に実施することといたします。なお、事務局から説明がありましたとおり、12 月４日の

12 時から、親子県議会教室のリハーサルを行うとのことですので、よろしくお願いします。 

次に、協議事項(２)、県民と県議会との意見交換会 12 月実施分についてを議題といたし

ます。 

事務局から説明をお願いします。 

○八重樫事務局次長 12 月 22 日と 12 月 23 日に開催いたします、県民と県議会との意見

交換会について説明いたします。 

まず、資料２－１は岩手町会場の次第になります。12 月 22 日午後１時から、岩手広域

交流センタープラザあい多目的ホールにおいて、テーマを地域の資源を生かした交流人口

の拡大についてとして開催します。 

裏面が参加者名簿となっており、ここに記載の８名の方々が出席予定です。また、各会

派等から御報告いただいた出席議員につきましても記載しておりますので、御確認をお願

いします。 

資料２－２は久慈市会場になります。12 月 23 日午後１時から、県の久慈地区合同庁舎

大会議室において、テーマを若者の外部の視点で見た県北地域と地域振興についてとして

開催します。 

こちらにつきましても、裏面に計６名の参加者の方々を記載しておりまして、管内市町

村の地域おこし協力隊として活動中またはＯＢ、ＯＧの方々となります。こちらの方々と

各会派等から御報告いただきました、出席いただく議員を記載しておりますので、御確認

願います。なお、事務局職員は、各会場とも９名程度同行する予定です。 

意見交換会の進め方につきましては、資料の次第をごらんいただきたいと思います。岩

手町会場、久慈市会場共通となりますが、座長の開会挨拶、出席議員の紹介の後、参加者

から取組事例や意見についてそれぞれ３分程度で発表していただき、その後意見交換を行

うような進め方を考えており、閉会時刻は、おおむね午後３時としてはいかがと考えてお

ります。 
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なお、意見交換において、その場で回答できない質問等も出されるかもしれませんが、

その場合は、持ち帰っての回答とはせず、岩手県議会として明確にお答えすることが難し

いことなどを説明し、その場で御理解いただくようにしていただければと考えております。 

資料２－３は、当日配付する岩手県議会の広報について紹介する資料になります。参加

される議員の皆様には、それぞれのテーマに関する簡単な手持ち資料を、別途開催前にお

配りしたいと考えております。 

 資料２－４は、当日の新型コロナウイルス感染症の予防対策についてですが、参加者に

は、当日、自宅にて検温していただき、発熱等があった場合は欠席するようお願いしたい

と考えております。 

また、参加者及び参加議員の配置につきましては、極力１テーブルに１人着席するなど

の適切な距離を確保するとともに、１時間に１回程度の換気を行いたいと考えております。 

さらに、参加者及び参加議員は、マスクを持参のうえ、着用するよう依頼するとともに、

事務局がフェイスシールドを準備して、希望する方に提供することを考えております。会

場への入退室時には、手指の消毒を徹底するようにしていただき、意見交換会開催中の参

加者及び参加議員が使用するマイクは、発言者が代わるたび事務局が消毒することと考え

ております。 

なお、今年度は一般傍聴を認めないこととするとともに、マスコミ取材につきましても、

密にならないよう取材位置を限定することと考えております。 

○川村伸浩座長 ただいまの説明に対し、質疑、御意見等はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○川村伸浩座長 それでは、県民と県議会との意見交換 12月実施分については、事務局の

説明のとおりとしたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

   〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○川村伸浩座長 それでは、そのようにいたします。なお、今後の新型コロナウイルス感

染症の状況によっては、開催を中止することも考えられますが、その場合の判断について

は当職に御一任願いたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○川村伸浩座長 それでは、そのようにいたします。 

次に、協議事項(３)令和３年度県民と県議会との意見交換会実施方針について、事務局

から説明をお願いします。 

○八重樫事務局次長 資料３－1をごらん願います。 

県民と県議会との意見交換会については、平成 27年度に当会議で決定した県民と県議会

との意見交換会開催要綱に基づきまして、今年度は特殊な形となりましたが、通常年４回

開催しているところであり、また、開催に当たっては、４広域振興圏で１回ずつ開催でき

るよう配慮してきたところです。 

本日は、令和３年度の実施方針について御協議いただきたいと存じます。 

まず、開催計画についてですが、資料２をごらんください。 

来年度も、前期と後期の２期に分け、通常分の意見交換会２回と若者との意見交換会と
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女性との意見交換会を各１回開催してはいかがと考えております。このうち、前期は、今

年度開催できなかった県南地域と沿岸地域で行うことし、これまでの実施状況を踏まえ、

県南地域では若者との意見交換会、沿岸地域では、女性との意見交換会を行うこととして

はいかがと考えております。 

後期は、盛岡地域と県北地域において通常分の意見交換会を開催してはいかがかと考え

ております。 

開催時期につきましては、令和３年度の議会日程全体の中で、後日調整することとなり

ますが、前期分については、４月下旬に開催できればと考えております。 

次にテーマですが、県南地域での若者との意見交換については、当該地域では、伝統工

芸の工房が多く、若手経営者や工芸家、職人がいわて県南エリア伝統工芸協会を組織して

活動していることから、伝統産業に携わる若者と伝統産業を通じた地域振興についてなど

をテーマに意見交換を行ってはいかがかと考えております。 

沿岸地域での女性との意見交換会については、東日本大震災津波の発災から 10 年を過ぎ

復興の取り組みも進んできていることから、復興に携わる女性の方々と女性の視点を生か

した三陸の地域づくりについてなどをテーマに意見交換を行うこととしてはいかがかと考

えております。 

令和３年度の開催計画はこのとおりでよろしいか、御協議をお願いしたいと思います。 

また、前期分の意見交換会については、先ほど申し上げましたとおり、４月下旬に開催

できればと考えておりますので、よろしければいずれの市町村で開催するのか、また意見

交換するテーマをいかがするかについても、あわせて御協議をいただければと存じます。 

このほかのテーマにつきましては、資料の参考１に、これまでの開催状況につきまして

は参考２に、県南及び沿岸のこれまでの開催市町村及び未実施市町村については参考３に

記載しておりますので、御参照いただければと存じます。 

また、前期２回分の各会場の座長及び参加議員の割当てや後期分の開催市町村やテーマ

等につきましては、次回以降の会議で御協議いただきたいと思います。 

説明は、以上のとおりです。 

○川村伸浩座長 それではまず、令和３年度全体の開催計画について、質疑、御意見等は

ありませんか。 

ことしは、イレギュラーな形となりましたが、次年度は通常どおり開催する予定という

ことです。よろしいでしょうか。 

   〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○川村伸浩座長 それでは、事務局の説明のとおりとしたいと思いますが、よろしいでし

ょうか。 

   〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○川村伸浩座長 それでは、そのようにいたします。 

次に、前期の意見交換会の開催市町村とテーマについて、まず、前期の意見交換の開催

テーマについて、御意見はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○川村伸浩座長 それでは、前期のテーマについては、事務局の説明のとおりとしたいと

思いますが、よろしいでしょうか。 

   〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○川村伸浩座長 それでは、そのようにいたします。次に、前期の開催市町村について、

御意見はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○川村伸浩座長 それでは、前期の開催市町村については、当職に御一任願いたいと思い

ますが、よろしいですか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○川村伸浩座長 それでは、そのようにいたします。 

それでは、令和３年度の県民と県議会との意見交換会前期分については、ただいま協議

いただいた内容を踏まえ、開催案を詰めていくこととし、それぞれの意見交換会の座長や

参加議員の割り当て等については、後日協議することにしたいと思います。 

 次に、２、報告事項、令和２年度傍聴アンケート調査結果、９月臨時会、９月定例会分

についてを議題といたします。 

事務局から説明をお願いします。 

○八重樫事務局次長 それでは資料４になります。９月臨時会及び９月定例会における傍

聴アンケート調査の実施結果がまとまりましたので、概要を御報告いたします。 

まず、９月臨時会にかかる傍聴アンケート調査の結果についてですが、資料４－１で御

説明させていただきます。 

アンケートは臨時会を傍聴した１名の方にご協力いただき、おおむね肯定的な意見をい

ただきました。 

次に９月定例会ですが、こちらは資料４－３になります。アンケートは 79 名の傍聴者の

うち、73.4％、58 名の方々に御協力をいただきました。 

主な調査項目と回答内容については、ごらんのとおりでありますので説明を省略させて

いただきますが、(５)のその他の自由意見、感想等のところでは、議員に関することや、

執行部、設備等に関する御意見、御感想をいただいております。 

３の今後の対応についてでありますが、この集計結果を、執行部にも提供して注意喚起

等を図るとともに、事務局内で情報共有し、今後の取り組みの参考といたします。 

また、このアンケート調査結果については、内容的にこれでよろしければ、これまで同

様に全議員に配付し、情報共有するとともに、詳細版が資料４－２及び資料４－４になり

ますが、こちらは議会ホームページにも公表したいと考えております。 

なお、アンケート調査は、12 月定例会においても引き続き実施したいと考えております。 

傍聴アンケート調査の実施結果については、以上のとおりであります。 

○川村伸浩座長 ただいまの説明に対し、質疑、御意見等はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○川村伸浩座長 それでは、このアンケート結果については、全議員へ配付等を行うこと

とします。 



9 

 

次に、３、その他ですが、次回の会議日程について、事務局から説明をお願いします。 

○八重樫事務局次長 次回の第７回広聴広報会議の日程についてですが、令和３年度の広

報業務の委託に係る具体的な仕様等について御協議いただくため、２月上旬に開催が見込

まれる２月定例会の 10 日前議会運営委員会終了後に開催してはいかがかと考えておりま

す。 

○川村伸浩座長 ただいまの説明に対し、質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○川村伸浩座長 それでは、次回の会議は、２月定例会の 10 日前議運の開催が見込まれる

２月上旬に開催することといたします。 

本日、予定された案件は以上であります。 

 ほかに、構成員の皆様から、何かありませんか。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○川村伸浩座長 なければ、本日はこれをもって散会いたします。 


